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会
員
募
集

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１・第
３

木
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、
中

１０

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
講
師
は
日
本
水
墨

画
協
会
会
員
。初
心
者
歓
迎
。詳
し

く
は
田
口
緯
４
７
１
・
３
４
６
９
へ
。

　
◆
日
本
画
（
杉
の
会
）　
第
１
土

曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
（
材
料
費
込
み
）。
岩
絵
具

を
使
っ
た
日
本
画
を
初
歩
か
ら
個

別
に
指
導
。
詳
し
く
は
中
島
緯
４

５
８
・
６
４
７
０
へ
。

　
◆
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル 

け
や
き 
真  
向 
会　
月
２
回
。
金
曜

ま
っ 
こ
う

日
午
前　
時
～　
時
半
、
生
涯
学

１０

１１

習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。
ヨ

ガ
と
気
功
を
取
り
入
れ
た
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
。
子
育
て
マ
マ
、
中

高
年
齢
者
も
可
。
詳
し
く
は
竹
村

緯
４
５
３
・
３
６
７
８
へ
。

　
◆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
（
ニ
コ
ニ
コ

 
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ 
）　
第
１
・
第
３
火
曜
日

ベ

イ

ビ

ー

の
午
後
１
時
半
～
３
時
、
氷
川
台

会
館（
氷
川
台
二
丁
目
）で
。
会
費

１
回
７
０
０
円
。
生
後
４
カ
月
頃

～
１
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母

さ
ん
。
詳
し
く
は
内
藤
緯
４
７
４
・

０
４
０
５
へ
。

　
◆ 
安  
来  
節 
踊
り
と 
銭 
太
鼓（
東
久

や
す 
き 
ぶ
し 

ぜ
に

留
米
ど
じ
ょ
う
す
く
い
教
室
）　
月

曜
～
土
曜
日
の
時
間
は
要
相
談
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他
で
。
会
費

１
回
２
０
０
０
円
、
３
回
で
５
０

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
藤
本
緯
４
７
２
・
２
８
４
１
へ
。

　
◆
東
久
留
米
短
歌
会　
第
３
土

曜
日
午
後
１
時
～
４
時
、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。
毎

日
の
暮
ら
し
の
充
実
を
願
い
つ
つ

短
歌
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
杉
本
緯
４
７
２・１
０
１
５

へ
。
　
◆
東
久
留
米
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
の
会　
第
２
日
曜
日
、
市
内
・

近
く
の
探
鳥
地
へ
日
帰
り
。
会
費

年
１
２
０
０
円
。
余
暇
を
楽
し
み
、

自
然
環
境
の
学
習
を
一
緒
に
し
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
森
緯
４
７
５
・
９
０
６
０
へ
。

　
◆
軟
式
野
球（
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ

ツ
）　
毎
週
木
曜
日
午
前　
時
～
正

１０

午
他
、
滝
山
球
場
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
他
。　

歳
以
上
～　
歳

６０

７５

く
ら
い
の
健
康
な
方
。
軟
式
野
球

初
心
者
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な

方
。
詳
し
く
は 
東 
緯
４
７
４・６
７

あ
ず
ま

８
０
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　
月
３
回
。
土

曜
日
午
後
１
時
～
１
時
半
、
市
民

プ
ラ
ザ
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
級

以
上
が
対
象
。
プ
ロ
講
師
に
よ
る

基
本
の
習
熟
と
技
術
の
向
上
。
特

に
男
性
歓
迎
。
詳
し
く
は
横
山
緯

０
９
０
・
６
５
１
６
・
１
９
０
５
へ
。

　
◆
将
棋
研
究
会　
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
～
５
時
、
成
美
教
育
文

化
会
館
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
２
カ
月
で
１
０
０
０
円
。

初
心
者
～
上
級
者
。
将
棋
愛
好
者

の
女
性
の
方
も
。
詳
し
く
は
増
田

緯
０
９
０
・
３
９
０
６
・
８
４
４
４

へ
。
　
◆
フ
ラ
ダ
ン
ス（
レ
ア
レ
ア
フ
ラ

サ
ー
ク
ル
）　
月
３
回
。
火
曜
日
午

前　
時
～　
時
半
、
東
部
地
域
セ

１０

１１

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。

年
齢
制
限
無
し
。
初
心
者
向
け
。

詳
し
く
は
森
泉
緯
０
９
０・３
６
９

６
・
３
４
６
７
へ
。

　
◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
テ
ィ
ア
レ・ノ

ア
ノ
ア
）　
毎
週
金
曜
日
午
後
３
時

半
～
４
時　
分
、
東
久
留
米
駅
北

５５

口
の
貸
し
ス
タ
ジ
オ
で
。
会
費
月

５
０
０
０
円
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
体
験

可
。
詳
し
く
は
仲
沢
緯
４
７
６・１

５
８
３
へ
。

　
◆
神
山 
和 
や
か
体
操
会　
毎
日

さ
わ

午
前
９
時
～
９
時
半
、
神
山
堂
阪

公
園
で
。
会
費
年
１
０
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
健
康

づ
く
り
に
。
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
詳
し
く
は 
岩  
城 
緯
４
７
８
・

い
わ 
き

９
４
８
６
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
（ 
小  
百  
合 
会
）　

さ 

ゆ 

り

毎
週
月
曜・木
曜
日
の
午
後
１
時
～

４
時
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
。
会
費
月
２

０
０
０
円
。
男
性
の
み
。
毎
回
講

師
の
レ
ッ
ス
ン
あ
り
。
詳
し
く
は

川
瀬
緯
４
７
８
・
３
５
５
１
へ
。

　
◆
将
棋
愛
好
会　
月
４
回
。
水

曜
日
午
後
７
時
～
９
時　
分
、
生

４５

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回

１
０
０
円
。
将
棋
の
好
き
な
方
。

中
学
生
～
高
齢
者
。
初
心
者
も
多

数
い
ま
す
。
詳
し
く
は
平
松
緯
４

７
１
・
５
７
７
１
へ
。

　
◆
マ
イ
フ
レ
ン
ド
歌
の
サ
ー
ク

ル　
第
２・第
４
水
曜
日
の
午
後
１

時
半
～
３
時　
分
、
中
央
図
書
館

４０

ま
た
は
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
３
０
０
円
、
他
に
歌
集
代

有
り
。　

歳
以
上
の
方
。
戦
前
の

６０

流
行
歌
、戦
後
の
歌
謡
曲
、懐
か
し

の
歌
な
ど
の
合
唱
。
詳
し
く
は
半

田
緯
０
９
０
・
３
８
１
４
・
１
３
０

６
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連
盟　
毎
週
２
～
３
回
。
午
前　
１０

時
～
正
午
ま
た
は
午
後
２
時
～
４

時
、
滝
山
・
中
央
町
・
東
本
町
の
各

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
。
会
費
年
１

２
０
０
円
。
年
齢
制
限
無
し
。
詳

し
く
は 
芳  
野 
緯
４
７
５・７
２
１
９

よ
し 
の

へ
。
　
◆
フ
ラ
ダ
ン
ス（
プ
リ
テ
ィ
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
）　
第
１
・
第
２
・
第
４

金
曜
日
の
午
前　
時
～　
時
半
、

１０

１１

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
。　

歳
以
上
の
方
。

６０

初
心
者
歓
迎
。
無
料
体
験
有
り（
８

月
７
日
・　

日
）。
詳
し
く
は
赤
井

１４

緯
０
９
０
・
６
７
９
３
・
５
６
８
３
へ
。

催

し

　
◆
第　
回
夏
の
平
和
朗
読
劇「
沖

２１

縄－

パ
イ
ヌ
カ
ジ
の
吹
く
日
」（
市

民
朗
読
劇
の
会
）　
８
月　
日（
土
）

２９

午
後
２
時
開
演（
１
時
半
開
場
）、市

民
プ
ラ
ザ
で
。
入
場
料
無
料
。
詳

し
く
は
春
田
緯
４
７
３・０
７
６
９

へ
。
　
◆
「
ジ
ョ
ン・チ
ャ
ヌ
愛
の
コ
ン

サ
ー
ト（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）」（
東
久

留
米
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
）　
９
月　
日
（
土
）
午
後
２
時

２６

開
演（
１
時
半
開
場
）、成
美
教
育
文

化
会
館
で
。
入
場
料
３
０
０
０
円

（
学
生
１
０
０
０
円
）。
車
い
す
席

あ
り
。
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
白
沢
緯

０
９
０
・
２
６
４
７
・
３
１
２
１
へ
。

　
◆
第　
回
納
涼
盆
踊
り
大
会（
下

２２

里
ふ
る
さ
と
の
会
）　
８
月
８
日

（
土
）・
９
日
（
日
）
の
い
ず
れ
も

午
後
６
時
～
９
時
半
、
下
里
氷
川

神
社（
下
里
二
丁
目
）で
。
参
加
費

無
料
。
詳
し
く
は
島
﨑
緯
４
７
１
・

１
３
８
５
へ
。

　
◆
ミ
ュ
ー
ト
ス
コ
ン
サ
ー
ト
＆

障
が
い
者
作
品
展
～
グ
ラ
ス
ハ
ー

プ
と
仲
間
た
ち
～
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）

　
８
月
８
日（
土
）午
後
６
時
半
開

演（
６
時
開
場
）、成
美
教
育
文
化
会

館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
入
場
料
２
０
０
０
円
。
前
売

り
１
８
０
０
円
、
介
助
同
伴
ペ
ア

２
５
０
０
円
。
詳
し
く
は
田
村
緯

０
８
０
・
５
４
４
９
・
１
７
９
８
へ
。

　
◆
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
生
活

に
必
要
な
用
具
紹
介（
東
久
留
米
盲

人
会「
か
た
つ
む
り
の
会
」）　
８
月

９
日
（
日
）
午
後
２
時
半
～
３
時
半
、

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
で
。
参
加
費
無
料
。
目
の
不

自
由
な
方
や
そ
の
家
族
で
関
心
の

あ
る
方
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
大
塚
緯
４
７
４
・

２
２
８
２
へ
。

　
◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
講
習
会（
ホ

ノ
ル
ル 
ウ
ク
レ
レ 
カ
ウ
ラ
ナ 
ク
ラ

ブ
）　
８
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時

半
～
３
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

音
楽
室
で
。
参
加
費
１
０
０
０
円
。

初
心
者
講
習
会
（
コ
ン
サ
ー
ト
あ

り
）。
ウ
ク
レ
レ
持
参
。
な
い
方
も

見
学
可
。　

歳
ま
で
の
方
。
詳
し

６５

く
は
前
田
緯
４
７
１
・
１
３
７
９
へ
。

　
◆
真
夏
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
ダ
ン
ス
東
京
）　
８
月
２
日（
日
）

午
後
１
時　
分
～
４
時
、
成
美
教

１５

育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。

参
加
費
１
０
０
０
円
。
ア
マ
チ
ュ

ア
Ａ
級
競
技
選
手
に
よ
る
ミ
ニ
デ

モ
。
ト
ラ
イ
ア
ル
、
ミ
キ
シ
ン
グ

あ
り
。
詳
し
く
は 
西  
垣  
内 
緯
０
９

に
し 
か
き 
う
ち

０
・
１
８
８
５
・
８
８
５
６
へ
。

　
◆
学
習
会「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て

何
？
」（
ひ
ろ
ば
の
会
）　
８
月　
日
１８

（
火
）
午
後
６
時　

分
か
ら
、
ス

１５

ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）

で
。
資
料
代
５
０
０
円
。
講
師
は
、

共
通
番
号
い
ら
な
い
ネ
ッ
ト
世
話

人・プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
代

表
の
白
石
孝
氏
。
詳
し
く
は
白
石

緯
４
７
４
・
９
５
２
０
へ
。

　
　
月　
日
（
土
）・　

日
（
日
）

１１

２８

２９

の
２
日
間
に
わ
た
り
、「
地
域
で

元
気
に
楽
し
い
く
ら
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
第　
回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

４４

く
る
め
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
団
体
募
集

　
実
行
委
員
会
で
は
、
一
緒
に

フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

く
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

く
る
め
に
参
加
し
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
パ
ネ
ル
展
示
を
す
る
団

体
・
個
人
な
ど

　
【
展
示
場
所
】市
役
所
１
階
屋
内

ひ
ろ
ば

　
【
展
示
ス
ペ
ー
ス
】１
団
体
に
つ

き
パ
ネ
ル
２
枚
分
（
縦
１
１
５
丶

丿
×
横
２
３
０
丶
丿
）

①
講
座
「
夢
と
希
望
の
も
て
る

東
久
留
米
を
め
ざ
し
て－
今

学
び
を
生
か
し
て
一
歩
を
踏

み
出
そ
う－

」

　
企
画
・
運
営
は
市
民
大
学
運
営

委
員
会
。

　
【
日
程・内
容
】
左
表
１
の
通
り

　
【
受
講
料
】１
８
０
０
円（
資
料・

保
険
代
な
ど
）

②
講
座
「　
年
度
防
災
ま
ち
づ

２７

く
り
学
校
」

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
市
を

災
害
に
強
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、

防
災
の
知
識
や
情
報
を
系
統
的
に

学
習
し
ま
す
。
企
画
・
運
営
は
防

災
ま
ち
づ
く
り
の
会
・
東
久
留
米
。

　
【
日
程・内
容
】
左
下
表
２
の
通

り
　
【
受
講
料
】１
５
０
０
円（
資
料・

保
険
代
な
ど
）

①
②
各
講
座
の
共
通
事
項

　
主
催
は
市
教
育
委
員
会
、
主
管

は
市
文
化
協
会
。

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
定
員
】各　
人（
応
募
者
多
数

３０

の
場
合
は
抽
選
）

　
申
し
込
み
は
８
月
１
日
（
土
）

～　
日
（
木
）
に
（
必
着
）、
は
が

２０
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
、
希
望
の
講
座
（
①
ま

た
は
②
）
を
記
入
の
上
、
２
０
３

倆
０
０
５
４
、
中
央
町
２
ノ
６
ノ

　
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
市

２３文
化
協
会
事
務
局
宛
て
郵
送
を
。

　
※
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子
申
請
も

利
用
で
き
ま
す
。

◎
無
料
公
開
講
座
を　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　
①
②
の
講
座
の
一
部
を
無
料
で

公
開
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
当
日
直

接
会
場
へ
。

　
※
会
場
（
定
員　
人
）
が
満
席

７０

の
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
無
料
公
開
講
座
１

　
【
日
時
】
９
月
９
日
（
水
）
午
前

　
時
～
正
午

１０
　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
テ
ー
マ
】「
ひ
と
り
力
」
を
鍛

え
る
暮
ら
し
方
～
年
を
重
ね
る
か

ら
わ
か
る
自
分
の
好
き
な
こ
と
・

も
の
・
時
間
～

　
【
講
師
】
料
理
研
究
家
の
清
水

 
信
子 
氏

し
ん
こ

　
【
そ
の
他
】
手
話
通
訳
あ
り

○
無
料
公
開
講
座
２

　
【
日
時
】　

月
４
日
（
水
）
午
前

１１

　
時
～
正
午

１０
　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
テ
ー
マ
】市
の
い
じ
め
対
策
に

　
【
そ
の
他
】参
加
団
体
に
は
、事

前
に
行
わ
れ
る
説
明
会
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
す

　
申
し
込
み
は
９
月
９
日
（
水
）

ま
で
に
（
必
着
）、「
く
ら
し
フ
ェ

ス
タ
く
る
め
参
加
希
望
」
と
明
記

し
て
、
団
体
（
個
人
）
名
・
代
表

者
の
氏
名
・
電
話
番
号
・
活
動
内

容
と
展
示
内
容
を
記
入
の
上
、
〒

２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
生

活
文
化
課
宛
て
郵
送
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
４
７
２
・
１
１
３
１
）、

電
子
メ
ー
ル
（seikatsubunka@

c
ity.higashikurume.lg.jp

）で
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
実
行
委

員
会
で
検
討
し
た
上
で
、
参
加
団

体
を
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

つ
い
て

　
【
講
師
】
教
育
長
の 
直
原  
裕 
氏

な
お
は
ら ひ
ろ
し

　
【
そ
の
他
】
手
話
通
訳
あ
り

○
無
料
公
開
講
座
３

　
こ
の
講
座
は
、
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２
・
０
０
６
１

と
共
催
で
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
水
）
午
後

１０

２１

１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
テ
ー
マ
】女
性
の
視
点
に
立
っ

た
災
害
時
支
援
に
つ
い
て

　
【
講
師
】公
益
財
団
法
人
東
京
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
長
の
池
上
三
喜
子
氏

　
【
そ
の
他
】
手
話
通
訳
あ
り

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
へ
。

　
「
東
久
留
米
市
の
観
光
と
言
え

ば
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
何
と

答
え
ま
す
か
。
湧
水
、
竹
林
公
園
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
な
ど
、
思
い

浮
か
ぶ
名
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ほ
か
に

も
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
ア

ピ
ー
ル
し
た

い
場
所
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
「
東
久
留
米
市
と
い
え
ば
○
○

だ
！
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ

う
に
、
市
の
観
光
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

①「
東
久
留
米
と
観
光
？
」

学
ん
で
み
よ
う　
　
　
　
　

　
　
　

新
し
い
観
光
の
姿 

　
【
日
時
】
８
月　
日
（
日
）
午
後

２３

１
時
か
ら

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
　
【
定
員
】
先
着　
人
３０

　
【
講
師
】株
式
会
社
石
塚
計
画
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
の
石
塚
雅
明
氏

　
【
費
用
】
無
料

②
み
ん
な
で
考
え
よ
う　

「
東
久
留
米
ら
し
い　
　

　
　
　
　
　

お
も
て
な
し
」

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
日
）
午
後

１３

１
時
か
ら

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
定
員
】
先
着　
人
３０

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
①
②
の
い
ず
れ
も
、

８
月　
日
（
金
）
ま
で
に
産
業
政

１４

策
課
振
興
企
画
係
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

　
※
ど
ち
ら
か
１
日
の
み
の
参
加

も
可
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

市

職

員

　
　
年
４
月
１
日
以
降
に
採
用
す

２８
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
職

種
、
募
集
人
員
、
受
験
資
格
な
ど

は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】
土
曜・日

曜
日
を
除
く
８
月
３
日
（
月
）
～

　
日
（
火
）
の
午
前
８
時
半
～
午

２５後
５
時
、
お
よ
び
申
込
受
付
期
間

に
職
員
課
（
市
役
所
４
階
）
で

　
※
募
集
要
項
は
８
月
１
日（
土
）

以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

　
【
申
し
込
み
受
け
付
け
】８
月　
２６

日
（
水
）
～　
日
（
金
）
の
午
前

２８

９
時
～
午
後
８
時
、　

日
（
土
）

２９

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
本

人
が
同
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
　
【
１
次
試
験
】９
月　
日（
日
）に

２０

筆
記
試
験
を
実
施

　
※
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
２

次・３
次
試
験
（
面
接
試
験
な
ど
）

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
職
員
課
☎
４
７
０
・

７
７
１
６
へ
。

　
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸

学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
な
ど
に
対

し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

の
認
定
試
験
を
文
部
科
学
省
が
実

施
し
ま
す
。
合
格
し
た
方
に
は
高

等
学
校
へ
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

　
【
願
書
受
付
期
間
】
８
月　

日
２４

（
月
）
～
９
月　
日
（
金
）（
消
印

１１

有
効
）

　
【
試
験
期
日・合
格
発
表
】
試
験

期
日
＝　
月　
日
（
水
）
▽
合
格

１０

２８

発
表
＝　
月
７
日
（
月
）（
予
定
）

１２

　
【
試
験
科
目
】
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
外
国
語
（
英
語
）

　
【
試
験
会
場
】東
京
都
教
職
員
研

修
セ
ン
タ
ー
他
（
文
京
区
本
郷
１

ノ
３
ノ
３
）

　
【
受
験
案
内
な
ど
の
配
布
場
所
】

都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
義
務

教
育
課
小
中
学
校
係
（
都
庁
第
一

本
庁
舎　
階
北
側
）

４０

　
詳
し
く
は
同
課
☎
０
３
・
５
３

２
０
・
６
７
５
２
へ
。

　
　
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
、

２６
軽
自
動
車
税
の
税
率
が　
年
４
月

２７

１
日
か
ら
、
現
行
の
約
１
・　

倍
２５

～
１
・
５
倍
へ
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
（
最
低
額
２
０
０
０
円
）。

　
原
動
機
付
自
転
車
・
二
輪
な
ど

の
引
き
上
げ
は
、　

年
度
税
制
改

２７

正
に
よ
り　
年
度
か
ら
に
延
期
さ

２８

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る

観
点
か
ら
、
最
初
の
新
規
検
査
か

ら　
年
を
超
過
し
た
三
輪
以
上
の

１３
軽
自
動
車
（
電
気
自
動
車
な
ど
を

除
く
）
に
つ
い
て
は
、　

年
度
か

２８

ら
新
税
率
の
お
お
む
ね　
％
の
重

２０

課
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、　

年
度
中
に
新
規
登
録

２７

し
た
三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽

自
動
車
（
新
車
に
限
る
）
で
、
排

出
ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃
費
性
能
の

優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の

に
つ
い
て
は
、　

年
度
に
限
り
税

２８

率
を
軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
税
率
な
ど
は
、
左
表
１
～
３
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
市
民
税
係
☎

４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３

３
１
・
２
３
３
２
）
へ
。

自由学園最高学部有志チーム
が、「第１５回世界体操祭」に、
初出場しました

　
７
月　
日
～　
日
に
フ
ィ
ン

１２

１８

ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
で

開
催
さ
れ
た
「
第　
回
世
界
体

１５

操
祭
」
に
、
自
由
学
園
最
高
学

部
男
女
学
生
の
有
志　
人
に
よ

１５

る
チ
ー
ム「
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ｕ 
Ｇ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｅ
Ｎ
］
が
初
出
場
し
、
デ
ン

マ
ー
ク
体
操
の
演
技
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
世
界
体
操
祭
は
、
国
際
体
操

連
盟
が
主
催
す
る
「
競
争
を
目

的
と
し
な
い
一
般
体
操
の
世
界

大
会
」
で
、　

カ
国
・
約
２
万

５０

１
０
０
０
人
が
参
加
し
、
４
年

に
一
度
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
由
学
園
で
は
、
健
康
的
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
身
体
、
よ

く
動
く
身
体
を
育
む
た
め
に
、

１
９
２
０
年
代
か
ら
「
デ
ン

マ
ー
ク
体
操
」
を
教
育
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
月　
日
（
土
）
に
開
か
れ

１０

１０

る「
第　
回
自
由
学
園
体
操
会
」

６８

で
は
、
同
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
デ

ン
マ
ー
ク
・
オ
レ
ロ
ッ
プ
体
育

ア
カ
デ
ミ
ー
の
エ
リ
ー
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
演
技
発
表
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
学
園
☎
４
２

２
・
３
１
１
１
（
代
）
へ
。

「ＪＩＹＵ ＧＡＫＵＥＮ」の皆さん
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表１　①講座「夢と希望のもてる東久留米をめざして－今学びを生かして一歩を踏み出そう－」　日程
講師など（敬称略）内　　容区分日程回

市民大学運営委員会開講式、オリエンテーション開講９月２日１
料理研究家
 清  水 　 信  子 　
し みず しん こ

「ひとり力」を鍛える暮らし方
～年を重ねるからわかる自分の好きなこと・もの・時間～公開講座９月９日２

前神戸学院大学薬学部　准教授
 佐  武 　 紀  子 
さ たけ とし こ漢方について講義９月１６日３

映画プロデューサー
 吉  田 　 達 　
よし だ とおる

映画バカ一代記
～高倉健・菅原文太との熱き交流講義９月３０日４

市民大学運営委員会渋沢史料館と旧古河邸本館・庭園見学１０月７日５
日本社会事業大学　准教授
 村  田 　 文  世 
むら た ふみ よ新しい公共と市民参加講義１０月１４日６

自由学園　男子部教諭
 角  田 　 望 
つの だ のぞむ 板  碑 からみる黒目川の戦国時代

いた び講義・
見学１０月２１日７

氷川神社　宮司
 栗  原 　 健  人 
くり はら たけ ひと神社と地域との関わり合い講義１０月２８日８

東久留米市教育委員会　教育長
 直  原 　 裕 
なお はら ひろし市のいじめ対策について公開講座１１月４日９

東京工業大学　特任准教授
 重  藤 　さわ 子 
しげ とう こ地域からの温暖化対策講義１１月１１日１０

市民大学運営委員会昭和館、皇居東御苑見学１１月１８日１１
文学修士、美学会会員　　　　　　　
 曽  根 　 三  枝  子 
そ ね み え こ

民間芸術における中国文化について
～ 年  画 と 剪  紙 ～

ねん が せん し講義１１月２５日１２

氷川台自治会　会長
 殿  田 　 俊  三 
との だ しゅん ぞう

ずっと住み続けたいコミュニティ作りへ
～東久留米市・氷川台自治会の取り組み講義１２月２日１３

市民大学運営委員会意見交換会意見交換１２月９日１４
市民大学運営委員会閉講式閉講１２月１６日１５

▼時間＝水曜日の午前１０時～正午、見学の区分は終日▼会場＝成美教育文化会館５階教育センター　※各講座会場へ
の車での来場はできません。公共交通機関をご利用ください。（注）各見学先の昼食代などが受講料と別に掛かります。

表２　②講座「２７年度防災まちづくり学校」日程
講師など（敬称略）内　　容日程回

防災まちづくりの会・東久留米オリエンテーション、防災の概要９月２日１
東京消防庁立川防災館立川防災館の見学９月９日２
中丸自治会、氷川台自治会、滝山住宅管理組合自主防災組織自主防災に学ぶ９月１６日３
防災まちづくりの会・東久留米、氷川台自治会要配慮者対策９月３０日４ 東久留米市マンション管理組合連絡会マンションの防災
防災まちづくりの会・東久留米、東久留米建築設計協会家屋の耐震補強１０月７日５
市防災防犯課　　　　　　　　　　　　　　市の地域防災計画１０月１４日６ 東京消防庁東久留米消防署消防署の取り組み
防災まちづくりの会・東久留米
滝山住宅管理組合自主防災組織避難所の運営・実習

１０月２１日７ 公益財団法人 東京YWCA東日本大震災被災者支援プロジェクト
プロジェクト長　 池  上 　 三  喜  子 

いけ がみ み き こ
公開講座　　　　　　　　　　　　　　　
女性の視点に立った災害時支援について

防災まちづくりの会・東久留米家庭の防災１１月４日８
市防災防犯課、東京消防庁東久留米消防署、東京都水道局市内の防災関連部署の見学１１月１１日９
防災まちづくりの会・東久留米総合討論、修了式１１月１８日１０

▼時間＝水曜日の午後１時～４時（第７回は講座が午前９時半から、公開講座が午後１時半から）▼会場＝生涯学習
センター２階集会学習室１・２（第２・第９回は見学先、第７回は市民プラザ、第８・第１０回は成美教育文化会館内
教育センター）　※市民プラザ、教育センターへの車での来場はできません。

表１　原動機付自転車・二輪車および小型特殊自動車など
２８年度以降２７年度まで区分
２,０００円１,０００円５０cc以下

原動機付自転車 ２,０００円１,２００円５０cc超９０cc以下
２,４００円１,６００円９０cc超１２５cc以下
３,７００円２,５００円ミニカー
３,６００円２,４００円二輪の軽自動車など（１２５cc超２５０cc以下）
６,０００円４,０００円二輪の小型自動車（２５０cc超）
２,４００円１,６００円農耕用のもの小型特殊自動車 ５,９００円４,７００円その他
３,６００円２,４００円雪上車

表２　三輪および四輪以上の軽自動車
・２７年３月３１日以前に登録された車両は①の税率です（新規登録から１３年まで）。
・２７年４月１日以降に登録する新車（初めて車両番号の指定を受ける車）は②の税率です。
・新規登録から１３年を経過した車両は③の税率です。

③新規登録後１３年超（重課税）※１②２７年４月１日以降の新車①２７年３月３１日までの登録車区分
８,２００円６,９００円５,５００円営業用乗用

四輪以上軽自動車
１２,９００円１０,８００円７,２００円自家用
４,５００円３,８００円３,０００円営業用貨物用 ６,０００円５,０００円４,０００円自家用
４,６００円３,９００円３,１００円三輪のもの

※１　動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽自動車、
並びに被けん引車を除く。

表３　軽課（２８年度に限る）
・２７年度に新規登録した一定の環境性能を有する三輪および四輪以上の軽自動車（新車に限る）は、その燃費性能に
応じたグリーン化特例が導入されます。

軽課標準税率区分 おおむね７５％軽減おおむね５０％軽減おおむね２５％軽減
１,８００円３,５００円５,２００円６,９００円営業用乗用

四輪以上軽自動車
２,７００円５,４００円８,１００円１０,８００円自家用
１,０００円１,９００円２,９００円３,８００円営業用貨物 １,３００円２,５００円３,８００円５,０００円自家用
１,０００円２,０００円３,０００円３,９００円三輪のもの

市職員募集の職種・受験資格・採用予定者数など
募集
人員受験資格など職種と試験区分

若干名

昭和６１年４月２日～平成６年４月１日に生まれた方Ⅰ類
（大学卒程度）

一般事務 昭和６３年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方Ⅱ類
（短大卒程度）

平成２年４月２日～１０年４月１日に生まれた方Ⅲ類
（高校卒程度）

若干名

身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受け
ている方で、下記の①～④の要件を全て満たす方
①Ⅰ類…昭和６１年４月２日～平成６年４月１日に生まれた方
　Ⅱ類…昭和６３年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方
　Ⅲ類…平成２年４月２日～１０年４月１日に生まれた方
②職務の遂行と通勤が自力でできる方
③通常の勤務時間（原則として週３８時間４５分、１日７時間４５分）
に対応できる方
④活字印刷文の筆記試験および口述による面接試験などに対応
できる方

Ⅰ類
（大学卒程度）

一般事務
（身体障害者）

Ⅱ類
（短大卒程度）

Ⅲ類
（高校卒程度）

若干名昭和５１年４月２日～平成６年４月１日に生まれ､土木（関連）学
科を履修した方

Ⅰ類
（大学卒程度）土木技術

若干名昭和５１年４月２日以降に生まれ、保健師の資格を有する方、ま
たは２８年春までに行われる国家試験により資格取得見込みの方保健師

若干名昭和５６年４月２日以降に生まれ、児童指導員または保育士の資
格のいずれかを有する方、または資格取得見込みの方

児童指導員
（心身障害児通園施設の指導員）

若干名昭和５１年４月２日～平成６年４月１日に生まれ、栄養士の資格
を有する方、または資格取得見込みの方栄養士

※いずれの職種も２８年３月卒業見込みの方を含みます。
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